
概要

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Eシリーズサーバおよび Cisco UCS Eシリーズネットワークコンピュートエ
ンジンの概要（1ページ）

•サーバソフトウェア（2ページ）
• Cisco Integrated Management Controller（3ページ）
• Cisco IMCユーザインターフェイスの概要（5ページ）

Cisco UCS Eシリーズサーバおよび Cisco UCS Eシリーズ
ネットワークコンピュートエンジンの概要

Cisco UCS E-Series Servers（Eシリーズサーバ）およびCisco UCS Eシリーズネットワークコ
ンピュートエンジン（NCE）はサイズ、重量、電力の効率にすぐれたブレードサーバのファ
ミリで、第 2世代の Ciscoサービス統合型ルータ（Cisco ISR G2）および Cisco ISR 4000シリー
ズに搭載されています。これらのサーバは、オペレーティングシステム（Microsoft Windows
やLinuxなど）上でベアメタルとして、あるいはハイパーバイザ（VMwarevSphereHypervisor、
Microsoft Hyper-V、Citrix XenServerなど）上で仮想マシンとして導入される、ブランチオフィ
スアプリケーション向けの汎用コンピューティングプラットフォームを提供します。

Eシリーズサーバは、汎用コンピューティングの強力な Intel Xeonプロセッサ用に特別に作ら
れています。また、シングル幅とダブル幅の 2種類のフォームファクタがあります。シング
ル幅のEシリーズサーバは単一のサービスモジュール（SM）スロットに適しており、ダブル
幅のEシリーズサーバは 2つの SMスロットに適しています。

NCEは価格と性能の点で最適化されたモジュールで、シスコのネットワークアプリケーション
および他の軽量な汎用アプリケーションをホストするようにビルドされています。これらは、

SM、NIM、および EHWICの 3つのフォームファクタで提供されます。SM Eシリーズ NCE
は 1つの SMスロットに、NIM Eシリーズ NCEは 1つの NIMスロットに、EHWIC Eシリー
ズ NCEは 2つの EHWICスロットに収納できます。
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• EHWIC Eシリーズ NCEは Cisco ISR G2のみに設置できます。

• NIM Eシリーズ NCEは Cisco ISR 4000シリーズにのみ設置できます。

• Cisco ISR 4331には SMスロットが 1つあります。Cisco ISR 4321および Cisco ISR 4431に
は SMスロットがありません。

• Citrix XenServerは Eシリーズサーバでのみサポートされます。

• Cisco UCS-E160S-M3/K9、UCS-E180D-M3/K9、および UCS-E1120D-M3/K9サーバは、ISR
4000シリーズでのみサポートされます。

• CIMC 3.2.xは EHWIC NCEではサポートされていません。

（注）

サポートされているEシリーズサーバおよびNCEについて、また 1つのルータあたりにインス
トール可能なサーバの最大数については、『Hardware Installation Guide for Cisco UCS E-Series
Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』の「Hardware Requirements」の項を
参照してください。

（注）

サーバソフトウェア
EシリーズサーバとNCEには、3つの主要なソフトウェアシステムが必要です。

• CIMCファームウェア

• BIOSファームウェア

•オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

CIMCファームウェア

Cisco IntegratedManagement Controller（CIMC）は、EシリーズサーバまたはNCEのマザーボー
ドに組み込まれている別の管理モジュールです。専用の ARMベースのプロセッサが（メイン
サーバCPUから独立して）CIMCファームウェアを実行します。システムには、現行バージョ
ンの CIMCファームウェアが付属しています。CIMCファームウェアは更新可能ですが、初期
インストールは必要ありません。

CIMCはEシリーズサーバおよびNCE用の管理サービスです。Webベースの GUIまたは SSH
ベースの CLIを使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。

BIOSファームウェア

BIOSは、システム内のハードウェアを初期化し、ブート可能なデバイスを検出し、それらを
指定された順序でブートします。オペレーティングシステムを起動したり、オペレーティング
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システムが使用するハードウェアを設定したりします。使いやすい BIOS管理機能により、
ハードウェアを操作したり、使用したりできます。他にも BIOSでは、システムを設定した
り、ファームウェアを管理したり、BIOSエラーレポートを作成したりすることもできます。

システムには、現行バージョンのBIOSファームウェアが付属しています。BIOSファームウェ
アは更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

オペレーティングシステムまたはハイパーバイザ

メインサーバ CPUはMicrosoft Windowsや Linuxなどのオペレーティングシステム上で、ま
たはハイパーバイザ上で動作します。MicrosoftWindowsServerまたはVMware vSphereHypervisor
が事前にインストールされているEシリーズサーバまたはNCEを購入することも、独自のプ
ラットフォームをインストールすることもできます。

EシリーズサーバまたはNCEでテストされたプラットフォームについては、『『Release Notes
for Cisco UCS E-Series Servers and the Cisco UCS E-Series Network Compute Engine』』の「Software
Requirements」の項を参照してください。

（注）

Cisco Integrated Management Controller
Cisco IMCはEシリーズサーバ用の管理サービスです。Cisco IMCはサーバ内で実行されます。

Cisco IMC管理サービスは、サーバがスタンドアロンモードで動作している場合にだけ使用さ
れます。Eシリーズサーバが UCSシステムに統合されている場合は、UCS Managerを使用し
てそのサーバを管理する必要があります。UCS Managerの使用方法については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/e/1-0/roadmap/e_series_road_map.htmlの
『Cisco UCS E-Series Servers Documentation Roadmap』に記載されている設定ガイドを参照して
ください。

（注）

管理インターフェイス

Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIまたは XMLベースの APIを使用して、サーバに
アクセスし、サーバを設定、管理、モニタできます。ほとんどすべてのタスクは、これらのイ

ンターフェイスのいずれでも実行できます。また、一方のインターフェイスで実行されたタス

クの結果は、もう一方のインターフェイスにも表示されます。ただし、次の操作はできませ

ん。

• Cisco IMC CLIを呼び出すために Cisco IMC GUIを使用する

• Cisco IMC CLIで呼び出したコマンドを Cisco IMC GUIに表示する

• Cisco IMC GUIから Cisco IMC CLI出力を生成する
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Cisco IMCで実行可能なタスク

Cisco IMCを使用すると次のシャーシ管理タスクを実行できます。

•サーバの電源のオン、電源のオフ、電源再投入、リセット、およびシャットダウンを行う

•ロケータ LEDを切り替える

•サーバのブート順を設定する

•サーバのプロパティとセンサーを表示する

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの
認証をイネーブルにする

• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設
定を行う

• HTTP、SSH、IPMI Over LAN、SNMPなどのコミュニケーションサービスを設定する

•証明書を管理する

•プラットフォームイベントフィルタを設定する

• Cisco IMCファームウェアを更新する

•障害、アラーム、およびサーバのステータスをモニタする

•タイムゾーンを設定しローカルタイムを表示する

• Cisco IMCファームウェアをインストールしてアクティブにする

• BIOSファームウェアをインストールしてアクティブにする

• CMCファームウェアをインストールしてアクティブにする

Cisco IMCを使用すると次のサーバ管理タスクを実行できます。

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの
認証をイネーブルにする

• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設
定を行う

• HTTP、SSH、IPMI Over LAN、SNMPなどのコミュニケーションサービスを設定する

•証明書を管理する

•プラットフォームイベントフィルタを設定する

• Cisco IMCファームウェアを更新する

•障害、アラーム、およびサーバのステータスをモニタする
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•タイムゾーンを設定しローカルタイムを表示する

オペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニングや管理はできない

Cisco IMCはサーバのプロビジョニングを行うため、サーバのオペレーティングシステムの下
に存在します。したがって、サーバでオペレーティングシステムやアプリケーションのプロビ

ジョニングや管理を行うためにこれを使用することはできません。たとえば、次の操作を実行

することはできません。

• Windowsや Linuxなどの OSの展開

• OSやアプリケーションなどのソフトウェアに対するパッチの展開

•アンチウイルスソフトウェア、モニタリングエージェント、バックアップクライアント
などのベースソフトウェアコンポーネントのインストール

•データベース、アプリケーションサーバソフトウェア、Webサーバなどのソフトウェア
アプリケーションのインストール

• Oracleデータベースの再起動、プリンタキューの再起動、またはCisco IMC以外のユーザ
アカウントの処理を含むオペレータ処理の実行

• SANや NASストレージ上の外部ストレージの設定または管理

Cisco IMCユーザインターフェイスの概要
Cisco IMCユーザインターフェイスは、Cisco EシリーズサーバのWebベースの管理インター
フェイスです。Webユーザインターフェイスは、eXtensible Widget Framework（XWT）フレー
ムワークを使ったHTML5を使用して開発されます。ユーザインターフェイスを起動して、次
の最小要件を満たしている任意のリモートホストからサーバを管理できます。

• Microsoft Internet Explorer 6.0以降、Mozilla Firefox 3.0以降

• Microsoft Windows 7、Microsoft Windows XP、Microsoft Windows Vista、Apple Mac OS X
v10.6、Red Hat Enterprise Linux 5.0以降のオペレーティングシステム

• Transport Layer Security（TLS）バージョン 1.2

Cisco IMCへのログインに使用するパスワードを失効した場合やパスワードを忘れた場合は、
Cisco UCS Eシリーズサーバと Cisco UCS Eシリーズネットワークコンピュートエンジンの
ハードウェアインストレーションガイドでパスワードの回復手順を参照してください。この

ガイドは

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/e/1-0/roadmap/e_series_road_map.htmlで
入手できます。

（注）
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Cisco IMCホームページ
Cisco IMCGUIに初めてログインすると、次の図のようなユーザインターフェイスが表示され
ます。

[ナビゲーション（Navigation）]ペインと [作業（Work）]ペイン
Cisco Integrated Management Controller GUIは、画面の左側にある [Navigation]ペインと、画面
の右側にある [Work]ペインで構成されます。[Navigation]ペインの [Server]、[Chassis]、
[Compute]、[Storage]、[Admin]メニューにあるリンクをクリックすると、右側の [Work]ペイン
に関連付けられたタブが表示されます。

[Navigation]ペインのヘッダーにはアクションボタンが表示され、GUI全体のナビゲーション
マップを表示したり、インデックスを表示したり、お気に入りの作業ペインを選択して直接移

動したりできます。[Pin]アイコンは、[Work]ペインが表示されたときに [Navigation]ペインが
スライドしないようにします。

[Favorite]アイコンは星形のボタンで、アプリケーション内の特定の作業ペインをお気に入りに
できます。これを行うには、選択した作業ウィンドウに移動して、[Favorite]アイコンをクリッ
クします。アプリケーションの任意の場所からこの作業ウィンドウに直接アクセスするには、

[Favorite]アイコンを再度クリックします。

GUIヘッダーには、シャーシの全体的なステータスに関する情報およびユーザログイン情報
が表示されます。

GUIヘッダーには、障害の総数（緑色または赤色で示されます）も表示され、その横に [Bell]
アイコンが付いています。ただし、このアイコンをクリックすると、さまざまなコンポーネン

トの致命的または重大な障害の概要のみが表示されます。すべての障害を表示するには、[す
べて表示（View All）]ボタンをクリックして [障害サマリー（Fault Summary）]ペインを表示
させます。
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ユーザインターフェイスのオプションは、サーバによって異なります。（注）

[ナビゲーション（Navigation）]ペインには次のメニューがあります。

• [Chassis]メニュー

• [Compute]メニュー

• [Storage]メニュー

• [Admin]メニュー

[Chassis]メニュー

[Chassis]メニューの各ノードは、[Work]ペインに表示される 1つ以上のタブに続きます。これ
らのタブからは次の情報へアクセスできます。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Chassis]メニューのノード名

サーバ、電源、Cisco VICアダプタ、ダイナミックスト
レージの管理情報。

Inventory

電源、ファン、温度、電圧、電流、LEDの読み取り。Sensor

障害サマリー、障害履歴、システムイベントログ、Cisco
IMCログおよびロギング制御。

Faults and Logs

[Compute]メニュー

[Compute]メニューにはサーバに関する情報が含まれており、次の情報が [Work]ペインに表示
されます。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Compute]メニューのノード名

インストール済みの CPU、メモリカード、PCIアダプ
タ、Cisco VICアダプタ、vNIC、ストレージ、信頼され
たプラットフォームモジュール（TPM）。

Inventory

インストール済みの BIOSファームウェアバージョン、
およびサーバのブート順。

BIOS

LAN設定上の KVM、仮想メディア、およびシリアル。Remote Management

ブートストラップ処理、クラッシュレコーディング、最

後に保存したブートストラッププロセスを表示するプ

レーヤー。

トラブルシューティング

電源復元ポリシーの設定。Power Policies
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[Work]ペインのタブで提供される情報[Compute]メニューのノード名

ホストイメージのマッピング情報。ホストイメージマッピング

[Storage]メニュー

[Storage]メニューの各ノードは、Cisco UCS Eシリーズラックマウントサーバにインストール
された LSI MegaRAIDコントローラに対応します。各ノードは、[Work]ペインに表示される 1
つ以上のタブに続き、インストールされているコントローラに関する情報を提供します。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Storage]メニューのノード名

選択したLSIMegaRAIDコントローラに関する一般情報。[コントローラ情報（Controller
Info）]

一般的なドライブ情報、識別情報、およびドライブのス

テータス。

[物理ドライブ情報（PhysicalDrive
Info）]

一般的なドライブ情報、RAID情報、物理ドライブ情報。Virtual Drive Info

選択されたMegaRAIDコントローラのバックアップバッ
テリ情報。

Battery Backup Unit

ストレージメッセージ。Storage Log

[Admin]メニュー

[Admin]メニューの各ノードは、[Work]ペインに表示される 1つ以上のタブに続きます。これ
らのタブからは次の情報へアクセスできます。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Admin]メニューのノード名

ローカルで定義されたユーザアカウント、ActiveDirectory
設定、および現在のユーザセッション情報。

User Management

NIC、IPv4、IPv6、VLAN、LOMプロパティとネットワー
クセキュリティおよび NTP設定。

Networking

HTTP、XML API、SSH、Redfish、IPMI over LAN、およ
び SNMP設定。

通信サービス

セキュリティ証明書情報と管理。Certificate Management

プラットフォームイベント管理。イベント管理

Cisco IMCおよび BIOSファームウェア情報と管理。Firmware Management

テクニカルサポートデータ収集、システム設定のイン

ポートおよびエクスポートオプション、出荷時の初期状

態の復元設定。

ユーティリティ
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ツールバー

ツールバーは [Work]ペインの上に表示されます。

説明ボタン名

現在のページを更新します。[更新（Refresh）]

表示されるドロップダウンメニューから電源オプションを選

択します。

Host Power

Javaベースまたは HTMLベースの KVMコンソールを起動す
るためのドロップダウンメニューが表示されます。

Launch KVM

[Ping Details]ポップアップウィンドウを起動します。ping

Cisco IMCをリブートできます。Reboot

Cisco Integrated Management Controllerオンラインヘルプの概要
Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）ソフトウェアの GUIは、左側にある
[Navigation]ペインと右側にある [Work]ペインの 2つの主要なセクションに分かれます。

このヘルプシステムは、各Cisco IMCGUIページと各ダイアログボックスのフィールドについ
て説明します。

ページのヘルプにアクセスするには、次のいずれかを実行します。

• Cisco IMC GUIの特定のタブで、[Work]ペインの上のツールバーにある [Help]アイコンを
クリックします。

•ダイアログボックスで、そのダイアログボックスの [Help]ボタンをクリックします。

Cisco IMCへのログイン

始める前に

Adobe Flash Player 10以降がインストールされていない場合は、ローカルマシンにインストー
ルします。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、Cisco IMCへのWebリンクを入力または選択します。

ステップ 2 セキュリティダイアログボックスが表示された場合は、次の操作を実行します。

a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れま
す。

b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。
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ステップ 3 ログインウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力します。

未設定のシステムに対する初回ログイン時には、ユーザ名に admin、パスワードに
passwordを使用します。

Web UIに初めてログインする際、次のようになります。

• Cisco IMCWebUIまたはCLIでデフォルトの管理者クレデンシャルを変更するま
では、操作を実行できません。

•パスワードの変更ポップアップウィンドウを閉じたりキャンセルしたりすること
はできません。UIをタブで開くか、ブラウザページを更新すると、ポップアッ
プウィンドウが引き続き表示されます。このポップアップウィンドウは、初期

設定のリセット後にログインすると表示されます。

•新しいパスワードとして単語「password」を選択することはできません。実行す
るスクリプトでこの制限が問題になる場合は、ユーザ管理オプションに再びログ

インしてパスワードを passwordに変更できますが、これに伴うリスクは完全に
自分の責任となります。シスコでは推奨していません。

ヒント

ステップ 4 [Log In]をクリックします。

Cisco IMCからのログアウト

手順

ステップ 1 Cisco IMCの右上で、[Log Out]をクリックします。

ログアウトすると、Cisco IMCのログインページに戻ります。

ステップ 2 （任意）再度ログインするか、Webブラウザを閉じます。
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